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【手続補正１】
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ノードにより実行される方法であって、
　配電ネットワークのあるポイントに位置する第１のノードが、複数の時間間隔にわたっ
て前記配電ネットワークの動作に関連するデータを収集することと、
　前記第１のノードが、前記収集されたデータの分析が必要であり、かつ前記第１のノー
ドが前記収集されたデータの分析のために別のノードのサービスを必要としていると判断
することと、
　前記第１のノードが、無線メッシュネットワークを介してディレクトリノードに、前記
収集されたデータの前記分析が可能なサービスノードからの支援を要求するサービスリク
エストを送信することであって、前記サービスリクエストは、前記分析を実行するための
サービスを識別し、かつ前記収集されたデータ及び前記第１のノードのアドレスを含み、
前記ディレクトリノードは、ルートノード及び前記ディレクトリノードの間に位置する介
在層よりも下の層にトポロジ的に位置し、かつ、前記ディレクトリノードは複数のサービ
スノードの能力に関する情報を保持する、サービスリクエストを送信することと、
　前記ディレクトリノードが、前記無線メッシュネットワークを介して前記第１のノード
からの前記サービスリクエストを受信することと、
　前記ディレクトリノードが、前記複数のサービスノードのうちの１つが前記サービスリ
クエストに応じるかを判断することと、
　前記複数のサービスノードのうちの１つが前記サービスリクエストに応じると判断した
のに応答して、前記ディレクトリノードが、前記サービスリクエストに応じるサービスノ
ードを識別することと、前記ディレクトリノードが、前記サービスリクエストを前記識別
されたサービスノードに転送することと、
　前記複数のサービスノードが前記サービスリクエストに応じないと判断したのに応答し
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て、前記ディレクトリノードが、前記サービスリクエストに応じるサービスノードを識別
するために、前記サービスリクエストを前記介在層の少なくとも１つのサービスノードに
送信することと、及び、
　前記第１のノードが、前記無線メッシュネットワークを介して前記識別されたサービス
ノードからのレスポンスを受信することであって、前記識別されたサービスノードからの
前記レスポンスは、前記収集されたデータの前記分析の少なくとも１つの結果を含む、レ
スポンスを受信することと、
　を含む、
方法。
【請求項２】
　前記第１のノードが、前記無線メッシュネットワークを介して、前記ディレクトリノー
ドに、第２のサービスを識別する第２のサービスリクエストを送信することと、
　前記ディレクトリノードが、前記第１のノードからの前記第２のサービスリクエストを
受信することと、
　をさらに含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のノードが、複数の時間間隔を含むある期間にわたって、前記配電ネットワー
ク上の前記ポイントと関連付けられた建物に対応する消費データを収集することと、
　前記第１のノードが、前記期間に対する前記消費データを、前記期間の後にヘッドエン
ドシステムに送信することと、
　をさらに含み、
　前記第１のノードは、前記ヘッドエンドシステムに前記消費データを送信する前に、前
記収集されたデータを前記ディレクトリノードに送信する、
請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記配電ネットワーク上の前記ポイントにローカル発電装置が接続され、前記収集され
たデータは負荷及び電圧データを含み、前記少なくとも１つの結果は変電所からのフィー
ダ電圧を制御するために用いられる、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記配電ネットワーク上の前記ポイントにローカル発電装置が接続され、前記収集され
たデータは、位相外れ電力を示す高調波及び位相データを含み、前記少なくとも１つの結
果は、前記配電ネットワーク上の前記ローカル発電装置の接続を制御するために用いられ
る、
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ディレクトリノードが、第２のサービスノードを前記サービスリクエストに応じる
と識別することと、
　前記ディレクトリノードが、前記サービスノードの性能指標と前記第２のサービスノー
ドの性能指標とを比較することと、
　前記ディレクトリノードが、前記比較の結果に基づいて前記サービスノードを選択する
ことと、
　をさらに含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ディレクトリノード及び前記サービスノードは、単一のノードと関連付けられてい
る、
請求項１に記載の方法。
【請求項８】
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　前記ディレクトリノード及び前記サービスノードは個別のノードであり、前記サービス
ノードに前記サービスリクエストを転送することは、前記無線メッシュネットワークを介
して前記サービスリクエストを転送することを含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　第１の分配変圧器と関連付けられ、かつ前記第１の分配変圧器と関係する第１の建物に
おける第１の電気パラメータを、複数の時間間隔にわたって計測することが可能な第１の
ノードと、
　第２の分配変圧器と関連付けられ、かつ前記第２の分配変圧器と関係する第２の建物に
おける第２の電気パラメータを、前記複数の時間間隔にわたって計測することが可能な第
２のノードと、
　無線メッシュネットワークを介して接続された複数のノードに分析サービスを提供する
ことが可能な第３のノードであって、前記無線メッシュネットワークのルートノード及び
前記第３のノードの間に位置する介在レイヤより下のレイヤにトポロジ的に位置し、前記
第１、第２、及び第３のノードは前記無線メッシュネットワークを介して接続されている
、第３のノードと、
　を含むシステムであって、
　前記第１の分配変圧器及び前記第２の分配変圧器は、変電所の下流の配電ネットワーク
に接続されており、
　前記第１のノードは、前記第１の分配変圧器に対する前記第１の電気パラメータに対し
て収集された計測データを分析するために別のノードのサービスを必要とすると判断し、
　前記第１のノードは、サービスリクエストであって、分析サービスを要求し、前記収集
された計測データを含み、かつ前記第１のノードのアドレスを含む、サービスリクエスト
を前記第３のノードに送信し、
　前記第３のノードは前記収集された計測データを用いて前記分析サービスを提供して、
前記第１の分配変圧器の動作状態を示す結果を含むレスポンスメッセージを、前記無線メ
ッシュネットワークを介して前記第１のノードに送信する、
システム。
【請求項１０】
　前記第１のノードは、前記第３のノードが提供するサービスに関する情報を格納し、前
記第１のノードは、前記サービスリクエストを受信する前記第３のノードを選択するため
に前記格納された情報を用いる、
請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記第２のノードは、前記第１のノードからの前記第１の分配変圧器の前記動作状態を
要求し、前記第１のノードは、それに応答して、前記第１の電気パラメータに対する収集
された計測データを分析するために別のノードのサービスを必要とすると判断する、
請求項９に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記第１のノードは、コアプラットフォームモジュールと、分析サービスを提供するノ
ードを発見するための拡張サービスモジュールとを含む、
請求項９に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記第１のノードは、第１の建物に位置する第１のメータと関連付けられており、前記
第２のノードは、第２の建物に位置する第２のメータと関連付けられており、前記第３の
ノードは、第３の建物に位置する第３のメータと関連付けられている、
請求項９に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記第３のノードは、前記第１及び第２のノードにディレクトリサービスを提供するこ
とが可能であり、
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　前記第３のノードは、複数のサービスノード及び各サービスノードに関連付けられたサ
ービスに関する情報を格納し、
　前記情報は、前記第３のノード及び前記第３のノードが提供する前記分析サービスに関
する情報を含む、
請求項９に記載のシステム。
【請求項１５】
　フィーダスイッチを制御するための方法であって、
　ノードの第１のセットが、データを収集することであって、前記ノードの第１のセット
の各ノードは、第１のフィーダスイッチの周辺の画定されたサービスエリア内の配電ネッ
トワーク上のあるポイントと関連付けられており、前記ノードの第１のセットの各ノード
は、無線メッシュネットワークを介して、前記ノードの第１のセットの少なくとも１つの
他のノードと通信する、データを収集することと、
　ノードの第２のセットが、データを収集することであって、前記ノードの第２のセット
の各ノードは、第２のフィーダスイッチの周辺の画定されたサービスエリア内の前記配電
ネットワーク上のあるポイントと関連付けられており、前記ノードの第２のセットの各ノ
ードは、前記無線メッシュネットワークを介して、前記ノードの第２のセットの少なくと
も１つの他のノードと通信する、データを収集することと、
　前記ノードの第１のセットにより収集された前記データを第１のサービスノードが分析
することと、
　前記ノードの第２のセットにより収集された前記データを第２のサービスノードが分析
することと、
　前記第１のフィーダスイッチの第１の動作状態を決定し、前記第２のフィーダスイッチ
の第２の動作状態を決定し、並びに、前記ノードの第１のセットにより収集された前記デ
ータの前記分析結果及び前記ノードの第２のセットにより収集された前記データの前記分
析結果に基づいて前記第１のフィーダスイッチを前記第１の動作状態に置くとともに前記
第２のフィーダスイッチを前記第２の動作状態に置くためのシーケンスを決定することで
あって、前記第１の動作状態及び前記第２の動作状態は、対応する前記フィーダスイッチ
を通って流れる電力を有効にするオン状態及び対応する前記フィーダスイッチを通って電
力が流れるのを妨げるオフ状態を含む、決定することと、
　前記シーケンスに従って前記第１のフィーダスイッチ及び前記第２のフィーダスイッチ
を制御することと、
　を含む、
フィーダスイッチを制御するための方法。
【請求項１６】
　前記ノードの第１のセットは、前記第１のフィーダスイッチの周辺の画定された前記サ
ービスエリア内の建物の第１のセットに位置するメータを含み、
　前記ノードの第２のセットは、前記第２のフィーダスイッチの周辺の画定された前記サ
ービスエリア内の建物の第２のセットに位置するメータを含む、
請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ノードの第１のセットにより収集された前記データを第１のサービスノードが分析
することは、前記ノードの第１のセット内の少なくとも１つのノードが、前記第１のサー
ビスノードにサービスリクエストを送信することを含み、前記サービスリクエストは、前
記ノードの第１のセットにより収集された前記データを分析するためのサービスを識別し
、前記第１のサービスノードのアドレスを含む、
請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ノードの第１のセットにより収集された前記データを第１のサービスノードが分析
することは、
　　前記ノードの第１のセット内の少なくとも１つのノードがディレクトリノードにサー
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ビスリクエストを送信することであって、前記サービスリクエストは、前記ノードの第１
のセットにより収集された前記データを分析するためのサービスを識別する、サービスリ
クエストを送信することと、
　　前記ディレクトリノードを用いて前記第１のサービスノードが前記サービスを提供す
ることを判断することと、
　　前記ディレクトリノードからの前記サービスリクエストを前記第１のサービスノード
に送信することと、
　を含む、
請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　システムであって、
　建物での電気グリッドの動作に関連するデータを収集することができる第１のノードと
、及び、
　無線メッシュネットワークを介して前記第１のノードに接続され、前記無線メッシュネ
ットワークを介して接続された複数のノードに分析サービスを提供することができる第２
のノードであって、トポロジ的に前記無線メッシュネットワークのルートノードの下の層
に位置する、第２のノードと
を備え、
　前記第１のノードは、
収集されたデータを用いて分析を行うために、別のノードのサービスが必要であると判断
するステップと、及び、
　収集されたデータを分析するために別のノードのサービスが必要であると判断すること
に応答して、分析サービスを要求するために前記第２のノードにサービス要求を送信する
ステップであって、サービス要求は更に、収集されたデータを含む、送信するステップと
を行うように構成されており、
　前記第２のノードは、
　前記サービス要求を受信することに応答して、前記収集されたデータを用いて分析を行
うことにより前記分析サービスを提供するステップと、及び、
　前記無線メッシュネットワークを介して、前記第１のノードに応答メッセージを返すス
テップであって、前記応答メッセージは、前記第１のノードに関連付けられる前記電気グ
リッドのコンポーネントの状態を示す前記分析の結果を含む、返すステップと
を行うように構成されている、システム。
【請求項２０】
　前記収集されたデータは、前記建物にて複数の時間間隔にわたって測定される、前記電
気グリッドの、電力データ、位相データ、電流データ、周波数データ、電圧データ、消費
データ、若しくは負荷データのうちの、１つ以上を含む、
請求項１９に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記第１のノードは、更に、
前記分析の結果を用いて、前記第１のノードの値の更新、前記第1のノードの構成の変更
、前記第１のノードの内部若しくは外部コンポーネントの制御、又は、前記無線メッシュ
ネットワーク内の別のノードへの前記結果の報告のうちの、１つ以上を実行するステップ
を行うように構成されている、請求項１９に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記第１のノードは、収集されたデータを分析することにより、別のノードのサービス
が必要であると判断する、
請求項１９に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記第２のノードは、更に、
前記無線メッシュネットワークの１つ以上の別のノードと通信されたデータを使用して前
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記分析を行うこと
を行うように構成されている、請求項１９に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記第２のノードは、前記第１のノード及び前記無線メッシュネットワーク上の他のノ
ードにディレクトリサービスを提供することができ、
　前記第２のノードは、前記第２のノードと、前記第２のノードにより提供される前記分
析サービスとに関する情報を含む、複数のサービスノードと、各サービスノードに関連す
るサービスとに関する情報を、格納する、請求項１９のシステム。
【請求項２５】
　前記第２のノードは、
前記分析の一部を実行し、前記分析の残りの部分を実行するために第３のノードに第２の
サービス要求を送信すること
を行うように構成されている、請求項２４に記載のシステム。
【請求項２６】
　無線メッシュネットワークを介して前記第１のノードに接続され、前記第１のノードに
分析サービスを提供することができる、第３のノードを、更に含み、
　前記第１のノードは、
前記第２のノードと前記第３のノードとで並行して前記分析を実行させるために第２のサ
ービス要求を前記第３のノードに送信すること
を行うように構成されている、請求項１９に記載のシステム。
【請求項２７】
　方法であって、
　第１のノードによって、建物での電気グリッドの動作に関連するデータを収集するステ
ップと、
　前記第１のノードによって、前記収集されたデータを用いて分析を行うために別のノー
ドのサービスが必要であると判断するステップと、
　前記収集されたデータを分析するために別のノードのサービスが必要であると判断する
ことに応答して、前記第１のノードによって、分析サービスを要求するために第２のノー
ドにサービス要求を送信するステップであって、前記サービス要求は前記収集されたデー
タを含み、前記第２のノードは、無線メッシュネットワークを介して前記第１のノードに
接続され、トポロジ的に前記無線メッシュネットワークのルートノードの下の層に位置し
、無線メッシュネットワークを介して接続された複数のノードに分析サービスを提供する
ことができる、送信するステップと、及び、
　前記第１のノードによって、前記無線メッシュネットワークを介して、前記第２のノー
ドから応答メッセージを受信するステップであって、前記応答メッセージは、前記第１の
ノードに関連付けられる前記電気グリッドのコンポーネントの状態を示す、前記分析サー
ビスによって生成される結果を含む、受信するステップと
を含む、方法。
【請求項２８】
　前記収集されたデータは、前記建物にて複数の時間間隔にわたって測定される、前記電
気グリッドの、電力データ、位相データ、電流データ、周波数データ、電圧データ、消費
データ、若しくは負荷データのうちの、１つ以上を含む、請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記サービス要求は、更に、前記第１のノードのアドレス、若しくは、要求されたサー
ビスのタイプのうちの、１つ以上を含む、請求項２７に記載の方法。
【請求項３０】
　前記第１のノードは、更に、
前記分析の結果を用いて、前記第１のノードの値の更新、前記第１のノードの構成の変更
、前記第１のノードの内部若しくは外部コンポーネントの制御、又は、前記無線メッシュ
ネットワーク内の別のノードへの前記結果の報告のうちの、１つ以上を実行するステップ
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を行うように構成されている、請求項２７に記載の方法。
【請求項３１】
　前記第１のノードは、前記建物にて位置する第１のメータに関連付けられ、前記第２の
ノードは、別の建物にて位置する第２のメータに関連付けられる、請求項２７に記載の方
法。
【請求項３２】
　更に、
　前記第２のノードと第３のノードとによって実行される分析を並行して行わせるために
、第３のノードに第２のサービス要求を送信するステップを含み、
　前記第３のノードは、無線メッシュネットワークを介して前記第１のノードに接続され
、前記第１のノードに分析サービスを提供することができる、請求項２７に記載の方法。
【請求項３３】
　前記第１のノードは、前記第２のノードにより提供されるサービスに関する情報を格納
し、前記第１のノードは、前記格納された情報を用いて、前記サービス要求を受信する前
記第２のノードを選択する、請求項２７に記載の方法。
【請求項３４】
　方法であって、
　配電ネットワークにおける一つのポイントに位置する第１のノードによって、前記配電
ネットワークの動作に関連するデータを収集するステップと、
　前記第１のノードによって、前記収集されたデータの分析が必要であり、前記第１のノ
ードが、前記収集されたデータを使用して分析を実行するために別のノードのサービスが
必要であると判断するステップと、
　前記第１のノードによって、無線メッシュネットワークを介して、前記収集されたデー
タの分析を実行することができる第２のノードにサービス要求を送信するステップであっ
て、前記第２のノードは、前記無線メッシュネットワークを介して前記第１のノードに接
続され、トポロジ的に前記無線メッシュネットワークのルートノードの下の層に位置し、
前記サービス要求は、前記分析を実行するためのサービスを識別し、且つ前記収集された
データを含む、送信するステップと、並びに、
　前記第１のノードによって、前記無線メッシュネットワークを介して、前記第２のノー
ドから応答を受信するステップであって、前記応答は、前記収集されたデータの前記分析
の少なくとも一つの結果を含む、受信するステップと、
を含む、方法。
【請求項３５】
　前記配電ネットワークの動作に関連するデータは、前記配電ネットワークの前記ポイン
トにて複数の時間間隔にわたって測定される位相データ若しくは電圧データを含む、請求
項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　前記第１のノードの値を更新すること、
　前記第１のノードの構成を変更すること、
　前記第１のノードの内部若しくは外部コンポーネントを制御すること、又は、
　前記無線メッシュネットワーク内の別のノードに前記結果を報告すること
のうちの、１つ以上を実行するために、前記分析の結果を使用するように、前記第１のノ
ードは、更に、構成される、請求項３４に記載の方法。
【請求項３７】
　前記第１のノードは、前記配電ネットワークの前記ポイントに位置する第１のメータに
関連付けられ、前記第２のノードは、前記配電ネットワークの別のポイントに位置する第
２のメータに関連付けられる、請求項３４に記載の方法。
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